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梓
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岡
離
弋
あ
る
か
發
見
せ
ら
れ
れ
故
に〜
典
中
勞
働
に
關
マ
る
部 

分
か
*—
*
賴
め
に
し
、
-

r

勞
働
經
濟
講
1

^
と
命
洛
し
て
公
|:
せ
ら
れ
?:
次 

第
で
あ
る
。
從
つ
て
本
讲
は
1

民
經
濟
講
話」

の
：一
部
で
わ
る
と
同
時 

に
、——

本
#
は
で
吻
民
經
漱
1
話

ー(

蝴
卷
前
册)

：
：
の

名

‘

冠

し

て

炻 

* —

勞̂
働
經
濟
のx.

理
に
關
す
る
取
行
本
と
も
翁
做
し
得
る
。
.

木
带
に
聪
す
る
所
は
第
二
十
二
^

7 >
m

m

H

十
雄
の
九
雄
に
分
? ;

れ
、 

典
妞
2

2

は
决
鹿
め
自
然
要
素
と
文
化
架
聚
、勞
働
の
澈
義
、
勞
働
の
秫
斌 

.

勞
働
力
の
大
小
、
勞
働
能
率

(

效
嵇

)

の
«

ホ
耍
件
、勞
働
吨
冏
と
能
率
、勞
. 

獅
制
度
及
び
勞
劬
の
組
織
で
わ
る
が
、:1
)

:

ハ
中1

1

於
て
蕃
漪
が
最
1

总
か
; « 

ひ
ら
れ
t :

の
埘
進
に
關
す
る
馈
近
の
研
究
の
^

介
で
あ 

る
と
以
は
れ
る
。

本
#
1>
は
：全
篇
>
鄉
じ
て
勞
働
經
濟
の
理
論
に
對
す
る
ス
3
ス
、
マ
少 

サ
ス
典
他
著
名
の
舉
港
の
所
說
か
引
;«
し
、
之
に
批
評
か
加
へ
て
わ
る
が 

就
中
プ
少
ク
ス
の
勞
働
論
は
最
も
綿
衡
卩
紹
介
さ
れ
且
つ
解
剖
さ
れ
て 

屈
る
。著
^
自

身

の

見

解

に

對

し

；て
は
或
は
幾
多
.の
興
說
か
艰
し
ヤ
炳
る 

客
も
あ
ら
ぅ
が
、著
溝
の
着
眼
點
の
非
凡
な
る一

祺
に
就
き
ズ
は
何
人
も 

異
論
が
^
か
ら
ぅ
。乾
翁
ば
旣
に
五
版
か
蜇
ね
格
陽
の
紙
價
か
萵
か
ら
し 

め
?:
る
が
、紙
數
に
於
て
は
劣
れ
る
も
其
內
容
の
陳
腐
な
ら
ざ
る
點
じ
於 

て
引
照
の
該
博
な
る
點
U
於
て
、讀
者
か
刺
戟
傲
M

t£
し
む
る
の
管
句
， 

箴
言
又
は
獨
削
的
觀
察
か
以
て
滿
れ
さ
れ
?:
る0

點
1C
於
て
、乾
溜
じ
讓 

る
所
^

^

*密
が
、讀
裕
界
の
人
氣
4»
.集
む
る
に
至
る
可
さ
は
疑
ふ
0
餘 

地
が
介
い
。

:

H

藤

重

藏

著『

最

近

財

政

之

硏

究

』

.

へ
火
正
六
¥

十

万
^

京
街
迆
關
發
拧
\ 

1斯
版
31
八
〇
頁
正
偎
金
ニ
關
31
;

十
錢
、
.

木
将
は
曾
計
檢
许
•官
れ
る
著
渚
が
最
近
数
ヶ
¥

中

| :

於
<

虫
と

し

て 

國
家
摩
會
雜
誌
に
寄
稿
せ
し
財
政
に
關
す
る：

論
文
か
集
載
せ
る
も
の
で 

あ
る
。
論
文
の
大
部
分
は
慄
箅
乂
は
租
税
叫
題
か
論
瓶
と
し
，て
识
る
。
0 

算
問
越
に
扉
す
る
祺
項
と
し
て
は
財
政
案
に
對
マ
る
國
會
兩
院
の
蘭
係
、 

'，年
度
開
始
と
傅
算
の
未
_

了
‘、
豫
算
超
過
及
锒
熬
外
支
出
、
讅
會
の
解
散 

と
揿
算
の
#

後
策
等
か
諭
じ
、
租
桃
|:

就
き
て
は
怫
國
の
新
所
#

税
、
土 

地
增
價
税
、相
續
税
法
、
消
软
税
0

課
税
方
法
、
帯
犬
稅L

I

關
す
る
哿
漭

の
研
究
^

^

せ

<ゎ
る
。俯
ほ
#

外

^

^

物

件

の

購

人

方

法

並

に

國

愤

憤 

遛
問
M

I:

就
さ
各
ー
篇
^

取

め

ズ

饵

气
:.
:

:

斯
く
の
如
さ
多
岐
|.
读
る
論
文
の
內
择
か
ー
々
紹
介
ォ
る
は
闲
雛
で 

あ
る
が
故
に
翁
略
す
る
が
、帮
者
|1
:

廣
く
泰
西
掛
漭
の
薺
述
論
說
4

潘
狐 

I

欧
來
先
進
國
に
於
て
^

11
:

る
V

座
规
か
經
と
し
If

.
情
^

縛
と
爲
し
極 

め
て
取
墩
の
娆
度
も
以
て
、财
政
瓔
上
傭
赞
な
，5
思
想
の
跛
吹
に
ヵ
か
龜 

さ
れ
て
焐
ス
.
P木
帶
は
財
政
學
の
全
般
务
組
織
的
に
論
述
し
た
む
の
で
は
 ̂

な
い
が
、
前
記
甜
問
題
の
研
究
^

|:

取
リ
て
は
缺
く
可
か
ら
ざ
る
ー
度
•

#\ 

考
讲
で
あ
る
。 

：

j

■
ベ
河
田
嗣
郞
著
！

f

穀鑛ノ硏究

. ^'
:

「

一

ベ

错

ぷ

寸

ー

瓦

京

都

法

學

會

發
^

 

g ~

版
,

ニ

六

八

觅：

止
似
金
一
肋
：
.i t

十
銶)

本
舛
は
駁
物
0
例
格
に
對
す
る
關
税
の
作
州
前
に
足
期
取
列
の
作
川 

.
U
闕
ゴ
.ろ
著
教
最
近
0
.研
究
^
載
せ
?:
る
.も
の
で
あ
る
。
4裙
潘
| 1
-

此
^

r

 

用
か
琪
理
的
に
説
述
す
る
0
み
な
ら
|
、魁
锆
な
ろ
穀
價
0
統
計
及
、び圖
一 

爽
ル
用
ゐ
て
所
設
の
正
硇
^
る
こ
と
^
駿
明
せ
ん
と
努
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

. 

此
等
の
統
計
は
我
國
の
み
な
ら
す
.英
獨
兩
國
の
も
の
も
含
む
ん
で
坊
る 

が
爲
め
に
、親
倒
の
變
励
に
就
咅
內
外
の
贸
情
か
比
較
す
る
の
侦
如
洧
す 

る
。
：

：

；

' 

':

0

下
米
倒
の
篯
臌
が
來
惯
と
侧
税
、来
倒
と
定
期
取
出
と
の
關
係
に
對

m

-t

ニ

卷

c

四
〇
三)

批

0

と

紹

介

.

じ
て
新
し
告
浊
意
か
喚
起
し
つ
、
あ
る
際
、此
兩
關
係
に
對
す
る
細
密

 ̂

S
研
究
^
載
せ
た
る
本
#
の
，
上

梓

せ

ら

れ

た

こ

と

は

擧

界

の

r

睃

祺
T 

わ

る

とi
Kix
s
lt
な

ら
2
0

第
.三
號 

力
五


